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で同意を得た。【結果】4 月の時点で POMS の結果は、現職者退職
者共に T-A：緊張 - 不安 C：混乱が高く一般的な結果であった。不
安の内容は退職者が対人関係で約 70％、現職者は仕事能力が 84％
であった。変化が見られたのは 6 か月後、退職者は T-A：緊張 - 不
安 C：混乱が 4 月の時点より、また平均より高い結果であった。一



















例検討を導入した。【方法】期間は H25,10/1 ～ H26,2/7。現状分析
のためスタッフへアンケート調査を実施。また、2 年目教育・事例





































































材手術室・透析室・内視鏡室 ) から３か所（１か所 1 日）を選択する。
研修担当者は、前レポートで動機や目的を確認するとともに個別に
面談し、前学習の指導を行った。研修日程、研修内容の調整は、研
修生自身が研修先と連絡を取るようにした。それにより、他部門と
どのようにコンタクトをとれば良いのかも学んだ。研修後のレポー
トやリフレクションでは、他職種の業務や経験したことのない分野
の看護を体験することにより、自らの看護に結び付けて振り返るこ
とができた。さらに、受け持ち看護師としての視点から患者をケア
するだけでなく、褥瘡チームラウンドや栄養サポートチームの活動
に参加し、多職種で患者を支える重要性も語った。研修後は自らの
考えで自部署のスタッフに他部門の現状を伝達する姿もみられた。
